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こ
の
た
び
京
都
府
病
院
協
会
会
長
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
、
京
都
中
部
総
合
医
療

セ
ン
タ
ー
の
辰
巳
哲
也
で
す
。
長
い
歴
史
を

持
つ
京
都
府
病
院
協
会
で
す
が
、
昨
年
に

引
き
続
き
会
長
を
お
引
き
受
け
す
る
こ
と

と
な
り
身
が
引
き
締
ま
る
思
い
で
い
ま
す
。

新
執
行
部
で
す
が
、
副
会
長
は
京
都
第
二

赤
十
字
病
院
長
の
小
林
裕
先
生
と
京
都
桂

病
院
長
の
若
園
𠮷
裕
先
生
に
お
願
い
し
、

会
計
担
当
理
事
は
京
都
バ
プ
テ
ス
ト
病
院

長
の
尼
川
龍
一
先
生
に
お
引
き
受
け
頂
き

ま
し
た
。
ま
た
長
年
に
わ
た
り
事
務
局
と

し
て
お
世
話
頂
い
た
杉
岡
真
氏
に
代
わ
り
、

２
０
２
１
年
７
月
よ
り
京
都
府
医
師
会
の

平
井
厚
氏
と
山
口
早
余
氏
が
事
務
局
を
ご

担
当
頂
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
引

き
続
き
ど
う
か
宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
世
界
的

に
猛
威
を
振
る
い
、
約
１
年
以
上
が
経
過

す
る
中
で
感
染
者
の
拡
大
と
多
く
の
人
命

が
失
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
人
類
の
歴

史
上
、
ペ
ス
ト
や
ス
ペ
イ
ン
風
邪
な
ど
世
界

的
な
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
は
幾
度
と
な
く
繰
り
返

さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
未
だ
特
効
薬
が
な
い
う

え
に
、
高
齢
者
・
基
礎
疾
患
保
有
患
者
に

お
け
る
致
死
率
が
高
く
、
20
世
紀
以
降
に

経
験
す
る
Ｓ
Ａ
Ｒ
Ｓ
や
Ｍ
Ｅ
Ｒ
Ｓ
と
は
違
う

歴
史
に
残
る
感
染
症
で
あ
る
と
感
じ
て
い

ま
す
。
２
０
２
１
年
３
月
末
か
ら
始
ま
っ
た

第
４
波
で
の
新
規
感
染
者
数
も
よ
う
や
く

減
少
に
転
じ
ま
し
た
が
、
東
京
で
は
感
染

者
数
の
下
げ
止
ま
り
か
ら
の
リ
バ
ウ
ン
ド
が

生
じ
て
、
７
月
12
日
か
ら
４
度
目
の
緊
急

事
態
宣
言
が
発
令
さ
れ
、「
緊
急
事
態
宣

言
下
で
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
開
催
」
と
い
う
緊

迫
し
た
事
態
と
な
り
ま
し
た
。
高
齢
者
へ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
進
ん
で
い
ま
す
が
、
今

後
δ
株
な
ど
の
変
異
ウ
イ
ル
ス
の
出
現
に
よ

り
ワ
ク
チ
ン
未
接
種
の
中
高
年
・
若
年
層
へ

の
感
染
拡
大
・
重
症
化
が
懸
念
さ
れ
、
さ

ら
な
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
推
進
と
第
５
波
へ

の
準
備
を
怠
ら
な
い
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は

我
が
国
の
平
時
の
医
療
提
供
体
制
や
病
院

医
療
に
お
け
る
課
題
を
浮
き
彫
り
に
し
ま

し
た
。
医
療
法
が
改
正
さ
れ
、
従
来
の
５

疾
病
５
事
業
に
加
え
、
新
興
感
染
症
と
い

う
新
た
な
項
目
が
第
８
次
医
療
計
画
に
追

加
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。
地
域
医
療

構
想
に
お
い
て
は
、
中
長
期
的
需
要
に
見

合
っ
た
効
率
性
・
経
済
性
を
高
め
る
視
点

だ
け
で
は
な
く
、
新
興
感
染
症
に
対
す
る

対
策
を
加
え
た
議
論
が
展
開
さ
れ
て
い
く

と
思
い
ま
す
。
一方
、
医
師
の
偏
在
対
策
が

一
向
に
進
ま
ず
、
専
門
医
シ
ー
リ
ン
グ
制
度

に
よ
る
医
師
の
定
数
が
抑
制
さ
れ
る
中
で
、

２
０
２
４
年
に
迫
っ
た
医
師
の
働
き
方
改
革

へ
の
対
応
も
行
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

京
都
府
に
お
い
て
も
医
師
の
働
き
方
改
革

検
討
部
会（
準
備
会
）が
始
ま
り
時
計
の
針

が
動
き
出
し
て
い
ま
す
。
地
域
医
療
構
想

がW
ith/A

fter

コ
ロ
ナ
時
代
に
対
応
で
き

る
中
身
の
あ
る
も
の
に
な
っ
て
い
く
よ
う
、

ま
た
医
師
の
働
き
方
改
革
も
個
々
の
地
域

で
コ
ロ
ナ
と
戦
う
医
療
現
場
を
顧
み
て
、

医
療
の
提
供
体
制
に
支
障
を
き
た
さ
な
い

形
で
進
む
こ
と
が
絶
対
に
必
要
で
す
。

　

京
都
府
病
院
協
会
は
２
０
２
１
年
度
の

新
規
事
業
に
新
興
感
染
症
対
策
整
備
事
業

と
し
て
の
人
工
呼
吸
・
Ｅ
Ｃ
Ｍ
Ｏ
研
修
と
働

き
方
改
革
対
応
に
向
け
た
特
定
看
護
師
研

修
支
援
事
業
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た

昨
年
は
実
施
で
き
な
か
っ
た
病
院
長
研
修

や
新
興
感
染
症
に
対
応
し
た
地
域
医
療
構

想
の
考
え
方
研
修
会
、
医
師
の
働
き
方
改

革
つ
い
て
の
検
討
会
も
企
画
し
て
い
き
ま

す
。
い
ず
れ
も
内
容
の
濃
い
魅
力
あ
る
企

画
に
し
ま
す
の
で
、
ど
う
か
ご
参
加
賜
り

ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

前
年
度
か
ら
の
重
要
な
継
続
事
業
と
し

て
病
院
協
会
で
は
会
員
病
院
へ
「
コ
ロ
ナ
禍

に
お
け
る
病
院
経
営
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
」

を
実
施
し
て
き
ま
し
た
。
９
月
ま
で
の
上

半
期
集
計
が
既
に
終
了
し
て
皆
様
に
お
送

り
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
結
果
か
ら
は
多

数
の
病
院
が
外
来
患
者
や
入
院
患
者
が
減

少
し
、
医
業
収
益
が
大
幅
に
減
少
し
、
十

分
に
回
復
し
て
い
ま
せ
ん
。
政
府
も
医
療

機
関
へ
の
財
政
支
援
を
行
っ
て
き
ま
し
た

が
、
す
べ
て
の
病
院
が
経
営
破
綻
に
追
い
込

ま
れ
な
い
よ
う
な
配
慮
と
継
続
し
た
医
療

提
供
体
制
への
助
成
を
強
く
求
め
て
い
き
ま

す
。
現
在
は
２
０
２
０
年
度
の
年
間
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
の
集
計
を
行
っ
て
い
ま
す
。
締

め
く
く
り
の
重
要
な
年
間
調
査
で
あ
り
ま

す
の
で
、
高
い
回
収
率
を
目
指
し
て
お
り
、

会
員
病
院
皆
様
の
ご
協
力
を
何
卒
宜
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

京
都
府
病
院
協
会
は
北
部
か
ら
南
部
に

及
ぶ
京
都
府
全
域
に
お
け
る
医
療
圏
の
病

院
が
所
属
さ
れ
て
い
ま
す
。
設
立
母
体
も

様
々
で
各
病
院
が
抱
え
る
課
題
は
そ
れ
ぞ

れ
違
い
も
あ
り
ま
す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
対
応
も
含
め
て
、
京
都
府
に

お
け
る
医
療
の
提
供
体
制
を
支
え
る
重
要

な
病
院
ば
か
り
で
す
。
医
療
情
報
を
迅
速

に
共
有
し
て
皆
様
と
議
論
を
行
い
、
行
政

な
ら
び
に
医
療
関
係
団
体
に
協
会
と
し
て

の
意
見
を
強
く
発
信
で
き
る
よ
う
頑
張
り

た
い
と
思
い
ま
す
。A

fter

コ
ロ
ナ
の
時
代
へ

向
け
て
、
新
た
な
創
造
力
を
持
っ
て
、
非

常
時
に
も
対
応
で
き
る
２
０
４
０
年
を
見

据
え
た
医
療
の
提
供
体
制
を
目
指
し
て
、

皆
様
と
と
も
に
進
ん
で
い
き
た
い
と
存
じ
ま

す
。
会
長
と
し
て
職
務
に
邁
進
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
今
後
と
も
皆
様
の
温
か
い
ご

指
導
、
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
ど
う
か

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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に
例
年
よ
り
年
間
死
亡
者
数
の
減
少
が

み
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
国
民
の
多

く
が
マ
ス
ク
・
手
洗
い
な
ど
標
準
予
防

策
を
し
っ
か
り
遵
守
・
対
応
し
感
染
症

に
関
連
し
た
死
亡
者
数
が
減
少
し
た
た

め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ワ
ク
チ
ン
接
種

が
順
調
に
進
み
感
染
対
策
も
継
続
し

CO
V
ID
-19

が
収
束
し
て
ゆ
く
こ
と
を

心
よ
り
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

CO
V
ID
-19

対
応
で
日
本
の
医
療
体

制
の
問
題
点
も
い
く
つ
か
指
摘
さ
れ
て

お
り
ま
す
が
、
行
政
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
の
在
り
方
と
危
機
対
応
の
不
慣
れ
と

医
療
の
余
裕
の
な
さ
が
影
響
し
て
い
る

よ
う
に
思
い
ま
す
。
今
年
は
ワ
ク
チ
ン

で
コ
ロ
ナ
禍
が
終
息
に
向
か
い
、
本
格

的
に
働
き
方
改
革
や
専
門
医
制
度
に
対

応
し
感
染
症
を
含
め
地
域
医
療
構
想
の

中
で
今
後
の
医
療
提
供
体
制
を
真
剣
に

議
論
し
て
ゆ
く
１
年
に
な
っ
て
ゆ
く
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。
実
際
の
各
病

院
の
デ
ー
タ
を
基
に
会
員
の
皆
様
か
ら

ご
指
導
を
賜
り
、
京
都
の
病
院
医
療
が

少
し
で
も
良
い
方
向
へ
向
か
う
よ
う
に

辰
巳
会
長
を
支
え
、
微
力
な
が
ら
努
力

を
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た

本
年
度
は
ま
だ
難
し
い
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
種
々
の
研
修
企
画
も
会
長
と
も
相

談
さ
せ
て
い
た
だ
き
模
索
し
た
い
と
思

い
ま
す
。
何
卒
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

こ
の
た
び
引
き
続
き
京
都
府
病
院
協

会
副
会
長
に
就
任
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
京
都
桂
病
院
の
若
園
で
す
。
ど
う

ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

振
り
返
り
ま
す
と
昨
年
か
ら

CO
V
ID
-19

に
翻
弄
さ
れ
た
１
年
半
で

し
た
。
７
月
１
日
現
在
に
お
い
て

CO
V
ID
-19

は
世
界
で
感
染
累
積
者
数

１
７,
９
６
９
万
人
、
死
亡
者
数
３
９
０

万
人
、
特
に
ア
メ
リ
カ
・
イ
ギ
リ
ス
な

ど
の
先
進
国
で
は
死
亡
者
数
が
日
本
と

は
比
較
に
な
ら
な
い
ほ
ど
多
く
、
２
０

２
０
年
度
の
全
体
年
間
死
亡
者
数
も
予

測
死
亡
者
数
を
大
幅
に
超
え
ま
し
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
約
30
万
人
の
超
過
死
亡

を
確
認
し
、
イ
ギ
リ
ス
で
は
第
二
次
世

界
大
戦
後
最
悪
の
超
過
死
亡
を
認
め
た

と
さ
れ
、
変
異
株
が
大
き
く
報
じ
ら
れ

て
い
ま
す
が
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
進
み
明

る
い
光
が
差
し
込
み
つ
つ
あ
り
ま
す
。

一
方
日
本
国
内
に
お
い
て
はCOVID

-19

に
よ
る
死
亡
者
数
は
７
月
１
日
現
在

１
４,
６
６
４
人
で
超
過
死
亡
は
な
く
逆

　

京
都
府
病
院
協
会
役
員
の
任
期
は
２

年
で
す
が
、
昨
年
度
は
任
期
途
中
で
副

会
長
を
拝
命
し
た
た
め
、
今
年
度
も
引

き
続
き
副
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
京
都
第
二
赤

十
字
病
院
の
小
林
裕
で
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

昨
年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
に
よ
り
、
医
療
は
も
と
よ
り
社
会

そ
の
も
の
の
在
り
様
が
変
化
し
ま
し

た
。
２
０
２
１
年
４
〜
６
月
の
第
４
波

で
は
、
行
政
や
各
医
療
機
関
の
頑
張
り

で
何
と
か
乗
り
越
え
ら
れ
ま
し
た
が
、

医
療
崩
壊
寸
前
に
ま
で
至
り
ま
し
た
。

今
後
、
感
染
力
が
さ
ら
に
強
い
変
異
ウ

イ
ル
ス
の
蔓
延
が
危
惧
さ
れ
ま
す
。
こ

の
原
稿
を
記
し
て
い
る
２
０
２
１
年
７

月
初
旬
時
点
で
は
京
都
の
新
規
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
者
数
は
落
ち
着
い

て
き
て
い
る
も
の
の
、
下
げ
止
ま
り
〜

上
昇
傾
向
？
で
あ
り
、
ワ
ク
チ
ン
供
給

が
突
然
制
限
さ
れ
、
現
場
は
大
混
乱
し

て
い
ま
す
。
可
能
な
限
り
早
急
に
高
齢

者
だ
け
で
な
く
比
較
的
若
年
層
ま
で
へ

の
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
広
ま
る
こ
と
で
、

重
症
者
が
減
少
す
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
も
の
で
す
。
１
年
余
り
の
短
期
間
で

ワ
ク
チ
ン
が
開
発
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ

れ
が
な
け
れ
ば
、
第
５
波
で
の
医
療
崩

壊
は
必
達
で
あ
り
、
大
変
な
社
会
状
況

に
な
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
ま
す
。
手
洗

い
、
マ
ス
ク
、
密
回
避
な
ど
の
わ
れ
わ

れ
の
感
染
予
防
行
動
で
、
な
ん
と
か
第

５
波
到
来
を
先
延
ば
し
さ
せ
、ワ
ク
チ
ン

接
種
の
時
間
を
稼
ぎ
た
い
も
の
で
す
。

　

ま
た
従
前
よ
り
、「
地
域
医
療
構
想
」

「
医
師
・
医
療
従
事
者
の
働
き
方
改
革
」

「
医
師
偏
在
」の
医
療
の
三
位
一
体
改

革
が
提
唱
さ
れ
て
お
り
、
引
き
続
き
そ

の
対
応
の
検
討
も
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
地
域
医
療
構
想
は
こ
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
て
、
医
療
の

脆
弱
部
が
曝
け
出
さ
れ
、
今
後
見
直
し

が
必
要
と
思
わ
れ
ま
す
。
一
方
、
働
き

方
改
革
は
、
２
０
２
４
年
度
か
ら
予
定

通
り
の
施
行
に
向
け
て
、
当
会
員
の
病

院
も
怠
り
な
く
、
準
備
を
進
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

辰
巳
会
長
の
も
と
、
情
報
共
有
や
情

報
交
換
の
場
を
今
後
さ
ら
に
積
極
的
に

提
供
し
て
い
き
、
京
都
府
の
医
療
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。　

副
会
長
就
任
の
ご
挨
拶

副
会
長
就
任
の
ご
挨
拶

副会長

若 園 𠮷 裕

副会長

小 林 　裕

会　

長　

辰
　
巳
　
哲
　
也

（
京
都
中
部
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）

副
会
長　

小
　
林
　
　
　
裕

（
京
都
第
二
赤
十
字
病
院
）

副
会
長　

若
　
園
　
𠮷
　
裕

（
京
都
桂
病
院
）

理　

事　

尼
　
川
　
龍
　
一

（
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
病
院
）

理　

事　

池
　
田
　
栄
　
人

（
京
都
第
一
赤
十
字
病
院
）

理　

事　

小
　
野
　
晋
　
司

（
三
菱
京
都
病
院
）

理　

事　

吉
　
岡
　
隆
　
一

（
府
立
洛
南
病
院
）

理　

事　

吉
　
田
　
憲
　
正

（
済
生
会
京
都
府
病
院
）

理　

事　

坪
　
井
　
知
　
正

（
国
立
病
院
機
構 

南
京
都
病
院
）

理　

事　

島
　
崎
　
千
　
尋

（
京
都
鞍
馬
口
医
療
セ
ン
タ
ー
）

理　

事　

梶
　
　
　
龍
　
兒

（
国
立
病
院
機
構 

宇
多
野
病
院
）

理　

事　

黒
　
田
　
啓
　
史

（
京
都
市
立
病
院
）

理　

事　

小
　
池
　
　
　
薫

（
国
立
病
院
機
構 

京
都
医
療
セ
ン
タ
ー
）

理　

事　

岩
　
本
　
一
　
秀

（
京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）

監　

事　

香
　
川
　
惠
　
造

（
市
立
福
知
山
市
民
病
院
）

監　

事　

森
　
本
　
泰
　
介

（
京
都
市
立
病
院
）

一般
社
団
法
人 

京
都
府
病
院
協
会 

理
事・監
事

任
期
：
令
和
３
年
６
月
定
時
総
会
〜
令
和
５
年
６
月
定
時
総
会
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令
和
３
年
度
の
定
時
総
会
を
、
６
月

１
日（
火
）京
都
府
医
師
会
館
に
て
開
催
、

当
日
は
会
員
病
院
よ
り
28
名
が
参
加
し

ま
し
た
。
今
回
の
総
会
で
は
令
和
３
年

度
の
事
業
計
画
・
予
算
を
報
告
す
る
と

と
も
に
、
令
和
２
年
度
の
事
業
報
告
・

決
算
、
令
和
３
年
度
通
常
会
費
な
ら
び

に
新
役
員
の
選
任
に
つ
い
て
議
案
を
上

程
し
、
い
ず
れ
の
議
案
も
賛
成
多
数
で

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

第
４
号
議
案
で
は
、
理
事
、
監
事
、

顧
問
の
選
任
に
関
し
て
議
案
を
上
程

し
、
議
長
よ
り
主
旨
説
明
を
行
い
ま
し

た
。
今
回
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員

改
選
で
あ
り
、
新
た
に
山
城
南
医
療
圏

か
ら
の
役
員
１
名
を
増
員
し
た
理
事
14

名
、
監
事
２
名
な
ら
び
に
７
名
の
顧
問

の
選
任
に
関
し
承
認
を
求
め
、
賛
成
多

数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
会
終
了
後
、
理
事
会
を
開

催
し
、
代
表
理
事（
会
長
）、
副
会
長
、

会
計
担
当
理
事
を
選
任
。
会
長
に
は
、

引
き
続
き
辰
巳
哲
也
先
生（
京
都
中
部

総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）が
就
任
し
、
２

期
目
と
な
る
辰
巳
執
行
部
が
発
足
し
ま

し
た
。
副
会
長
に
は
小
林
裕
先
生（
京

都
第
二
赤
十
字
病
院
）、
若
園
𠮷
裕
先

生
（
京
都
桂
病
院
）が
引
き
続
き
就
任
、

会
計
担
当
理
事
に
は
尼
川
龍
一
先
生

（
日
本
バ
プ
テ
ス
ト
病
院
）を
選
出
し

ま
し
た
。
新
理
事
と
し
て
選
任
さ
れ
た

の
は
、
左
記
の
２
名
の
先
生
方
で
す
。

任
期
は
令
和
３
年
６
月
１
日
か
ら
令
和

５
年
６
月
定
時
総
会
ま
で
。

　　

な
お
、
元
会
長
の
香
川
惠
造
先
生
、

森
本
泰
介
先
生
に
は
引
き
続
き
、
監
事

と
し
て
新
執
行
部
を
支
え
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　

総
会
で
は
令
和
３
年
度
の
通
常
会
費

に
つ
い
て
も
審
議
さ
れ
、「
１
病
院
６
０,

０
０
０
円
」（
昨
年
と
同
額
）
と
す
る
こ

と
を
提
案
し
、
賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ

ま
し
た
。
ま
た
、
令
和
２
年
度
の
事
業

報
告
・
決
算
に
つ
い
て
も
議
長
よ
り
主

旨
説
明
し
、
香
川
惠
造
監
事
に
よ
る
会

計
監
査
が
行
わ
れ
た
後
、採
決
に
入
り
、

賛
成
多
数
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。当
日
、

採
択
さ
れ
た
議
案
は
左
記
の
と
お
り
。

２
期
目
と
な
る
　
　
　
　

辰
巳
執
行
部
が
発
足

令
和
３
年
度 

定
時
総
会
を
開
催

令
和
３
年
度 

定
時
総
会
を
開
催

第
１
号
議
案

　

令
和
２
年
度
一
般
社
団
法
人
京
都
府
病
院
協
会
事
業
報
告
に
関
し
承
認
を
求
め
る
件

第
２
号
議
案

　

令
和
２
年
度
一
般
社
団
法
人
京
都
府
病
院
協
会
決
算
に
関
し
承
認
を
求
め
る
件

第
３
号
議
案

　

令
和
３
年
度
一
般
社
団
法
人
京
都
府
病
院
協
会
通
常
会
費
の
徴
収
に
関
し
承
認
を
求
め
る
件

第
４
号
議
案

　

一
般
社
団
法
人
京
都
府
病
院
協
会
理
事
お
よ
び
監
事
の
選
任
に
関
し
て
承
認
を
求
め
る
件

第
５
号
議
案

　

一
般
社
団
法
人
京
都
府
病
院
協
会
顧
問
の
委
嘱
に
関
し
て
承
認
を
求
め
る
件

◆
新
任
理
事
２
名
を
迎
え
て

　
　

辰
巳
執
行
部
が
ス
タ
ー
ト

◆
令
和
３
年
度
通
常
会
費
を
承
認

吉　

岡　

隆　

一 

先
生

（
府
立
洛
南
病
院
）

岩　

本　

一　

秀 

先
生

（
京
都
山
城
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
）

令
和
３
年
度
定
時
総
会 

議
案

60,000円
令和３年度 通常会費

令和３年度の通常会費については、去る６月１日（火）に
開催されました 「令和３年度定時総会」 におきまして、
以下のとおり承認されましたので、お知らせいたします。

令和3年度 通常会費について
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染
症
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
現
況
」
と
題

し
て
、
府
内
の
感
染
者
に
関
す
る
デ
ー

タ
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
に
関
す
る
状

況
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
25
名
、
オ
ン
ラ
イ
ン
で
は

95
名
が
参
加
し
、
会
員
の
熱
心
な
質
疑

に
大
曲
先
生
も
ひ
と
つ
ひ
と
つ
丁
寧
に

ご
回
答
い
た
だ
き
、
有
意
義
な
研
修
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

夏
季
研
修
会
２
０
２
１
を
７
月
２
日

（
金
）、
ホ
テ
ル
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
ア
京
都
に

て
開
催
し
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
会
員
の
研
鑽

や
討
論
の
場
が
大
幅
に
減
少
し
て
い
る

中
で
、
今
回
、
大
曲
貴
夫
先
生（
国
立

研
究
開
発
法
人
国
立
国
際
医
療
研
究
セ

ン
タ
ー
国
際
感
染
症
セ
ン
タ
ー
長
）を

講
師
と
し
て
お
迎
え
す
る
こ
と
が
で

き
、
最
前
線
で
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
治
療
・
研
究
に
あ
た
っ
て
こ
ら

れ
た
ご
経
験
か
ら
得
ら
れ
たCO

V
ID
-19

の
最
新
の
知
見
や
今
後
の
課
題
に
つ
い

て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
ご
講
演
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ま
た
、
当
日
は
京
都
府
健
康
福
祉
部

ワ
ク
チ
ン
接
種
対
策
室
か
ら
、「
京
都

府
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

令
和
３
年
度
事
業
計
画

（
基
本
方
針
）

令
和
３
年
度
事
業
計
画

（
基
本
方
針
）

の
供
給
が
ス
タ
ー
ト
し
、
医
療
従
事
者
や

高
齢
者
へ
の
接
種
も
開
始
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
今
後
の
感
染
拡

大
の
規
模
や
終
息
時
期
は
未
だ
不
透
明

で
、
ワ
ク
チ
ン
の
供
給
状
況
や
地
域
住

民
へ
の
迅
速
な
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の

確
保
な
ど
課
題
は
山
積
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
コ
ロ
ナ
禍
に
直
面
し
、

ま
さ
に「
疾
風
に
勁
草
を
知
る
」
と
い
う

言
葉
が
、
我
々
医
療
界
に
試
さ
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
思
い
で
す
が
、

一
刻
も
早
い
第
４
波
の
収
束
と
こ
れ
か

ら
到
来
す
る
か
も
し
れ
な
い「
第
５
波
」

に
備
え
て
、
こ
れ
ま
で
の
教
訓
と
反
省

を
踏
ま
え
つ
つ
、
行
政
と
医
療
関
係
団

体
が
一
致
団
結
し
て
感
染
対
策
に
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

本
会
で
は
、
今
年
度
の
新
規
事
業
と

し
て
、
コ
ロ
ナ
対
策
の
一
環
で
の「
Ｅ

Ｃ
Ｍ
Ｏ
研
修
会
」
を
京
都
府
や
大
学
、

基
幹
病
院
と
共
同
で
企
画
し
、
実
施
し

ま
す
。
是
非
、
多
く
の
方
々
に
ご
参
加

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
ま
た
会
員
病
院
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
も
引
き
続
き
行
っ
て
い
く
予
定

で
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
を
ど
う
か

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
少
子
高
齢
時
代
へ
対
応
す
る

た
め
国
は
こ
れ
ま
で
に
地
域
医
療
構
想

を
策
定
し
、
医
師
の
働
き
方
改
革
を
推

進
し
よ
う
と
し
て
き
ま
し
た
が
、
コ
ロ

ナ
禍
を
経
験
し
医
療
の
提
供
体
制
の
あ

り
方
は
従
来
求
め
ら
れ
て
き
た
効
率
性

の
み
を
追
求
し
た
の
も
の
で
は
対
応
で

き
な
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し

た
。
一
方
で
、
今
後
の
人
口
減
少
と
と

も
に
コ
ロ
ナ
以
外
の
感
染
症
の
減
少
、

入
院
・
外
来
受
療
率
の
減
少
な
ど
、
急

性
期
を
中
心
に
病
院
を
取
り
巻
く
医
療

ニ
ー
ズ
の
変
化
も
予
想
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

　

地
域
ご
と
に
中
身
の
あ
る
地
域
医
療

構
想
調
整
会
議
が
開
か
れ
、
地
域
の

ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
医
療
提
供
体
制
が
構

築
さ
れ
る
と
と
も
に
、
コ
ロ
ナ
と
戦
う

医
療
現
場
を
顧
み
た
柔
軟
性
の
あ
る
働

き
方
改
革
が
進
む
こ
と
を
願
い
ま
す
。

　

人
と
人
と
が“

リ
ア
ル
タ
イ
ム
に
関

わ
る
こ
と
で
生
産
性
を
上
げ
て
き
た”

時
代
は
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
そ
の
必
要

性
自
体
を
問
わ
れ
る
時
代
に
な
り
ま
し

た
。
医
療
業
務
に
お
い
て
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
情
報
基
盤
を
構
築
し
て
、
デ
ジ

タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
今
後
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
駆
使
し
た
社
会

生
活
が
定
着
し
、
医
療
へ
飛
躍
的
に
応

用
さ
れ
て
い
く
未
来
を
想
定
し
た
対
応

が
必
要
で
あ
り
、
業
務
効
率
・
医
療
の

質
・
患
者
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な

が
っ
て
い
く
こ
と
に
期
待
も
感
じ
て
い

ま
す
。

“

煩
わ
し
い
雑
事
は
Ａ
Ｉ
へ
、
人

間
ら
し
い
創
造
性
を
生
み
出
す
社
会
の

到
来”

を
予
感
し
つ
つ
、W

ith/A
fter

コ
ロ
ナ
時
代
に
訪
れ
る
ニ
ュ
ー
ノ
ー
マ

ル
を
し
っ
か
り
と
見
極
め
な
が
ら
病
院

の
舵
取
り
を
し
て
い
く
べ
き
か
と
考
え

て
い
ま
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
芽
吹
い
た
Ｉ

Ｃ
Ｔ
技
術
が
さ
ら
に
社
会
を
豊
か
に
し

て
い
く
よ
う
な
１
年
で
あ
っ
て
欲
し
い

と
願
い
つ
つ
、
会
員
病
院
の
先
生
方
の

さ
ら
な
る
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
後
ま
す
ま
す
複
雑
化
し
て
い
く
医

療
環
境
の
中
で
、
地
域
の
医
療
提
供
体

制
が
混
乱
し
な
い
た
め
に
は
、
医
療
団

体
の
個
別
行
動
な
ど
の
拙
速
な
対
応
は

絶
対
に
回
避
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
京
都
府
病
院
協
会
は
、
京
都
府
医

師
会
や
京
都
私
立
病
院
協
会
な
ど
の
医

療
団
体
と
一
致
団
結
し
て
直
面
す
る
課

題
解
決
に
当
た
り
、
今
後
も
京
都
府
の

安
定
し
た
医
療
提
供
体
制
構
築
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

か
ら
早
１
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
昨
年

よ
り
本
会
が
実
施
し
て
い
る
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
で
は
、
公
立
・
私
立
を
問
わ
ず
、

多
数
の
病
院
が
地
域
医
療
を
守
る
た
め

日
々
尽
力
し
て
い
る
現
状
が
窺
え
ま
し

た
。
昨
年
３
月
の
感
染
拡
大
の
第
１
波

か
ら
第
４
波
の
今
日
に
至
る
ま
で
、
医

療
現
場
の
最
前
線
で
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
会
員
病
院
の
先
生
方
、
看
護
師

等
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
に
対
し
ま
し
て
心

か
ら
敬
意
と
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

と
り
わ
け
今
年
３
月
末
よ
り
始
ま
っ

た
第
４
波
は
大
阪
、
兵
庫
、
京
都
な
ど

の
関
西
圏
や
首
都
圏
を
中
心
に
甚
大
な

感
染
拡
大
を
招
い
て
い
ま
す
。
第
４
波

で
は
変
異
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
に
よ
り
若

年
層
を
含
め
た
重
症
化
例
が
多
く
み
ら

れ
、
医
療
の
提
供
体
制
が
従
来
に
比
し

て
さ
ら
に
ひ
っ
迫
し
ま
し
た
。
緊
急
事

態
宣
言
が
出
さ
れ
る
中
、
現
在
、
新
規

感
染
者
数
は
少
し
減
少
に
転
じ
か
け
て

お
り
ま
す
が
、
重
症
病
床
使
用
率
、
10

万
人
あ
た
り
の
療
養
者
数
な
ど
医
療
提

供
体
制
は
未
だ
厳
し
い
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。
た
と
え
厳
重
警
戒
期
を
脱
し

て
も
感
染
者
数
の
リ
バ
ウ
ン
ド
や
新
た

な
変
異
ウ
イ
ル
ス
の
出
現
に
注
意
し
、

引
き
続
き
感
染
拡
大
へ
の
注
意
を
怠
ら

な
い
こ
と
が
必
要
か
と
考
え
ま
す
。

　

今
回
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感

染
拡
大
は
経
済
界
の
み
な
ら
ず
医
療
界

に
も
厳
し
い
影
響
を
も
た
ら
し
、
受
診

抑
制
に
よ
る
経
営
危
機
や
院
内
感
染
発

症
に
よ
る
病
院
機
能
の
低
下
、
長
引
く

感
染
対
応
に
よ
る
医
療
従
事
者
の
疲
弊

な
ど
を
招
き
ま
し
た
。
す
で
に
ワ
ク
チ
ン

夏
季
研
修
会
２
０
２
１
を
開
催

夏
季
研
修
会
２
０
２
１
を
開
催

〜
大
曲
貴
夫
先
生
を
招
聘
〜

第56回

〒600-8411
京都市下京区烏丸通四条下ル水銀屋町620番地
COCON烏丸８階（京都私立病院協会内）
TEL：075－354－8838　FAX：075－354－8802
MAIL：gakkai@khosp.or.jp

京都病院学会事務局 連絡先

京都病院学会のご案内
　本年で56回目となる京都病院学会は、WEB
形式を中心として10月24日（日）より開催され
ます。今回の学会は京都府病院協会が担当と
なり、池田栄人先生（府病協：理事）が学会長を、
尼川龍一先生（府病協：理事）が実行委員長を
務めます。多数のご参加をお待ちしております。

令和3年10月24日㈰～11月28日㈰
開催期間

池田 栄人 学会長（京都第一赤十字病院院長）

「WITHコロナ、
　愛と誠と夢のある病院づくり」

基調講演

舘田 一博 氏（日本感染症学会理事長・東邦大学医学部教授）

「COVID-19との対峙
　　　～最新の情報から学ぶ～」

特別講演

2021年（令和 3年）7月30日 京都府病院協会ニュース 第20号（4）


